
かがやけ！！富士っ子！ 

 

 

 

 

 

 

 

☆「ともだちだいすき木」が育っています☆ 

第 3号でお知らせしたとおり、６月３日（水）の人 

権教室では、遊びの場面、授業中の場面、好きなこ 

とを選ぶ場面という 3つの劇を通して、「安心・自信 

・自由を守ることの大切さ」について学びました。 

その後、子どもたちは教室に戻って、「友達のいい 

ところやがんばっていること」をカードに記入しました。 

休み時間に一緒に遊んでくれたこと、算数の授業で 

親切に教えてくれたこと、児童クラブで助けてくれたこ 

となど、学校生活で気づいた友達のよいところがたく 

さん書かれています。「ともだちだいす木」は、２・３年 

学習室の横に掲示しています。 

 

☆子どもたちの願いが込められた七夕飾り☆ 

  ７月７日の七夕に向けて、子どもたちの願いが込められた七夕飾りが２・３年教室の横に掲示していま

す。「剣道やサッカー、一輪車などが上手になりたい」「世界が平和でありますように」「家族が健康で笑

顔でいられますように」など子どもたちの様々な願い事が、短冊に書かれています。天井まで届くほどの

見事な七夕飾りもあり、見応え十分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さて、ここで、お隣りの中国と韓国の七夕について紹介します。低学年向けの表記にしていますので、機

会がありましたら、お子様にお話しください。 

 

  ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

日本のたなばたは、ささの葉に「おねがいごと」を書いたたんざくをかざりますね。おりひ

めとひこぼしが、１年に１度だけ、天の川をわたって会えるという、すてきなお話です。 

じつは、このお話は、日本だけのものではありません。日本から海をわたった、ちかくの国

にも、にたようなお話があります。 

中国のお話です。天の川をわたれない２人のために、なんと、たくさんの「カササギ」とい
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う鳥たちが飛んできます。そして、つばさをひろげてならび、２人のために「鳥の橋」をつく

ってくれるのです。２人はその橋をわたって、あうことができるのです。 

韓国のお話です。韓国では、たなばたの日にふる「雨」を、２人の「なみだ」だと考えてい

ます。朝にふる雨は、やっと会えてうれしくてながす「うれし涙」。夜にふる雨は、またバイ

バイするのがさびしくてながす「かなし涙」です。韓国の人は、雨がふったら、「２人があえ

てよかったね」とみんなで喜んで空を見あげるそうです。 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

日本では「晴れてほしいな」と願いますが、韓国では「雨がふったら会えた証拠」になるとは、不思議で面

白いと感じました。しかし、「大好きな人に会いたい」という気持ちは、どこの国でも共通しているようですね。 

 

☆水の事故を防ぎましょう☆ 

子どもたちが待ちに待った夏休みが始まります。ご家族で海や川へ出かける計画を立てている方も多い

のではないでしょうか。 

自然の中での水遊びは素晴らしい体験ですが、毎年悲しい事故が絶えないのも事実です。 

水難事故は、「静かに」そして「一瞬で」起こります。子どもたちが慣れ親しんでいるプールとは異なり、自

然の急な変化に、子ども自身で対応することは不可能です。お出かけ前には、水辺のルールや危険性につ

いて話し合い、安全第一で楽しい思い出を作ってあげてください。 

お子様の命を守るため、次の「４つの徹底」へのご協力をお願いします。 

１．子どもだけで水遊びをしない！ 

→常に大人の目が届く範囲で遊びましょう。 

２．危険な場所や「立入禁止」区域に近づかない！ 

→一見安全そうに見えても、川の急な深みや、海の離岸流など、目に見えない危険があります。 

３．天候の変化や体調不良の時はすぐに切り上げる！ 

→上流での雨による急な増水や、体の冷えによる足のつり等に注意しましょう。 

４．ライフジャケットを着用する！ 

→水の事故で生死を分ける重要な要素となるのが、ライフジャケットの着用です。とくに、泳ぐ力の弱い 

子どもの重大事故の発生確率を大きく下げることができます。 

 

☆８月１３～１６日の学校への連絡☆ 
 ８月１３日（木）・８月１４日（金）は、学校閉庁日となり、教職員は出勤しません。 

安全で有意義な夏休みであることを願っておりますが、８月１３～１６日の間にお子様の命に関わるような

事案に遭遇した場合は、佐賀市教育委員会へご連絡ください。佐賀市教育委員会から学校へ連絡が入る

ようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ お子様の命に関わるような重大事案のみ使用する。 

２ 「非通知」ではかけない。（確認や返答など、折り返し電話をすることが予想されるため） 

３ 佐賀市教育委員会学校教育課の時間内(8/13・１４の 8:30〜17:15)の場合は、「佐賀市教育委員 

会学校教育課」(0952-40-7356)に連絡する。 

３ 佐賀市教育委員会学校教育課の時間外の場合は、「佐賀市代表電話」(0952-24-3151)に連絡 

する。守衛室の職員と対応になります。守衛室から教育委員会の担当に連絡し、学校に連絡します。 

４ 電話に出た方に、以下の内容をわかりやすく伝える。  

「学校名（富士小学校）」「学年」「お子様の氏名」「事案の内容など」 


